
























のあとがきの中では，大学院の志願論文の執筆中（1980 年秋から 81 年初頭）にあっても，「フ
ランス労使関係を大学院に入ってからのテーマとするかどうかを必ずしも決めていたわけでは
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ている．とくに 90 年代は，1995 年 5 月～ 96 年 3 月，97 年 5 月～ 98 年 2 月と，多くて長い．
また，その長期研修の合間に，何度か（92 年春，96 年春と夏）現地調査のため足を運んだら
しい8）．私の方も，1996 年 9 月から翌年 9月にかけて労働過程論争の勉学のためイギリスに長
7） 前掲松村文人『現代フランスの労使関係』の「あとがき」．
8）  同上書『現代フランスの労使関係―雇用・賃金と企業交渉―』の「注」や「あとがき」で触れられて











賃金管理が，1980 ～ 90 年代の経営再建と生産システムの変化を通じて，いかなる転換を遂げ
たのか，また，その過程で労働組合がいかなる対応をとったのかを明らかにすること」（6頁）










































における労働研究動向を紹介する章で 1995 年争議を取り上げている．すなわち，1980 年代に
は労働組合の争議件数が激減したことによって，労働争議の研究も著しく衰えた．しかし，
1995 年には，もちろん 70 年代ほどではないにしても，争議のレベル（労働損失日数）が急上
昇した．「80 年代 90 年代の争議の減少傾向に一つの区切りをつけ，その後の労働運動に与え
た影響も大きいことから，フランスでの見方に従って，68 年 5 月革命以来の事件と考えてさ
しつかえないのではないか」（173 頁）と松村文人は述べている．これによって，衰退してい
た労働研究も争議に目を向け始めたという．95 年争議は，松村文人の研修期間（95 年 5 月～
96 年 3 月）に起こっている．その際，彼は，わざわざ「争議ノート」まで作成している．






11） フランスの労働研究の動向を扱った第 4章を除いて，1998 年から 1999 年にかけてである．前掲松村文































































それを知らず，2015 年 3 月に私は，松村文人に，お互いもう還暦だから私たちの労使関係研
究をまとめる仕事をしないかとメールを送っていた．名古屋に行って会いたいともメールして




15） 松村文人編著『企業の枠を超えた賃金交渉―日本の産業レベル労使関係―』2013 年，旬報社，11 ～ 12 頁．
以下引用する場合は頁数のみ記す．
